
徳島県災害時情報共有システム
入力訓練（４月１４日(月)）

徳島県保健福祉部医療政策課
救急・災害医療対策室



低気圧通過による暴風・大雨

四国沖を通過する低気圧により、徳島県内は強い風雨に見
舞われている。
４月１４日（月）の早朝時点で、
県内の沿岸部の低地では床上浸水が多数発生している他、
強風に伴う倒木により電線が切断され、
吉野川市、阿波市において多くの世帯で停電している。



すだちくんメール初期画面
「https://s.ourtokushima.jp/」にアクセス。

従来の画面と変わりません。

IDをお持ちの方は、
ログインをクリック。



ログイン画面

こちらも従来の画面と変わりません。
すだちくんIDとパスワードを入力して、
ログインをクリック。



ログイン後の画面

こちらも従来の画面と変わりませんが、
旧システムと比べるとリンクが一部減っている場合があります。
「災害時情報共有システム」もしくは「広域災害医療情報」をクリック。
（どちらをクリックしても、同じ画面に移行します）



災害情報選択画面

被災状況を入力する災害名を選択。
月例の入力訓練の際は「医療機関入力訓練」「医療機関・福祉施設入力訓練」
等の名前（災害ＩＤ）が登録されていますので、そちらを選択してください。
なお、平常時はシステムのテストや訓練のため、複数の訓練用の災害ＩＤが同時に登録され
ていることがありますが、台風や地震等の災害時には訓練用の災害名はすべて使用できなく
なり、発生中の災害名（本番用の災害ＩＤ）のみが登録可能になります。

休日夜間当番医の登録・確認を行う場合は
「平常時画面へ」をクリック。



災害選択後初期画面（画面表示に時間がかかる場合があります）

災害名を選択すると、このような画面に移行し
ます。
被災状況を入力する場合は「Ｉ.広域災害医療
情報」をクリック。
（これが表示されていない場合、医療機関の被
災状況を入力する権限がありません。入力でき
るようにするには県側で作業を行う必要があり
ますので、ご連絡ください）



広域災害医療情報初期画面

一番最初に「被災・支援状況」が表示されます。
※透析医会の方は、「３．透析医会」をクリッ
ク。
これ以降の画面及び操作は、旧システムと
変更ありません。
被災状況を入力する医療機関の「変更」
をクリック。



緊急時入力（医療機関情報）
発災直後の医療機関情報（医療機関として機

能しているか、支援が必要か）の入力を行う。

①倒壊状況
入院病棟の倒壊又は、倒壊の恐れがあることで患者

の受け入れが困難な場合“有”を選択する。
②ライフライン・サプライ状況
ライフライン・サプライ（電気、水、医療ガス、医

薬品・衛生資器材）の使用不可・不足により医療行為
が行えない場合“無”または“不足”を選択する。
③患者受診状況
キャパシティのオーバーによってこれ以上患者の受

け入れが困難な場合“有”を選択する。
④職員状況
職員の不足によって治療行為が行えない場合には、

“不足”を選択する。
⑤その他
①～④以外の理由で支援が必要な場合にその他欄に

フリーで理由の入力を行う。（２００文字以下）

⑥情報日時
①～⑤の状況を把握した日時を入力する。

緊急事態となっている状況を入力する。
被害が無い場合も、必ず入力してください。

緊急時入力項目 ※旧システムと共通



詳細入力（医療機関情報）
医療機関の情報がある程度把握できた頃に入

力を行う。医療機関の状況、災害医療の実績を
入力する。

※緊急時入力と齟齬がないか確認をお願いしま
す。

※項目ごとに、情報を取得した日時を入力する。

①施設の倒壊、または破損の恐れの有無
医療機関の施設の倒壊又は、破損の恐れがある状況

の有無を選択する。その他には、その他の施設の倒壊
状況を入力する。

緊急事態状況の詳細を入力する

②ライフライン・サプライ状況
現在のライフライン・サプライの状況を個別に選択

する。不足の医薬品欄には、不足している医薬品名を
入力する。

③医療機関の機能
現在の医療機関の機能の状況を個別に選択する。

詳細情報入力項目（画面上部）

「入力有」のチェックがないと詳細
入力がされていると判断されない。

※旧システムと共通



※項目ごとに、情報を取得した日時を入力する。

④現在の患者数状況
「発災後、受け入れた患者数」には、発災後受け入

れた患者数の累計を入力する。
「在院患者数」には、入院患者を含め、現在院内に

いる患者の総数を入力する。

⑤今後、転送必要な患者数
入院患者を含めた在院患者のうち、転送が必要な患

者数を入力する。人工呼吸/酸素が必要な患者数、担
送/護送者数を入力することで、どのような患者の転
送が必要かを発信する。

⑥今後、受け入れ可能な患者数
今後、受け入れが可能な患者数を入力する。
人工呼吸／酸素が必要な患者数、担架／護送者数を

入力することで、どのような患者の受け入れが可能か
を発信する。

⑦外来受付状況、受付時間
外来受付の状況を入力する。

⑧職員数
現在の医療機関に出勤している職員数を入力する。

⑨その他
その他、①～⑧以外の特記する事項（自医療機関周

辺のアクセス状況等）をフリー入力する。
入力完了後、クリックする

詳細情報入力項目（画面下部） ※旧システムと共通



１）医療機関の被災状況等を入力する

※透析医療機関（自施設）の状況を入力してください。

※透析医会の方の場合
（こちらも旧システムと共通）



診療情報入力画面

こちらの画面及び操作も、旧システムと
変更ありません。
まず、「診療情報の入力」をクリック。

次に、診療状況を入力する医療機関の「変更」
をクリック。



診療状況入力（医療機関情報）
参集した医師、看護師、薬剤師等の状況、診

療可能な診療科目、不足している人員数を入力
する。

①診療可能科目
参集した医師、看護師、薬剤師等の状況を考慮し、

診療可能な科目にチェックを入れる。

②参集状況
現在、医療機関に出勤している医師、看護師、薬剤

師、その他事務等の職員数を入力する。

③不足人員
入院患者の対応を含め、病院機能を維持するために

必要な人数に対して、不足がある場合に、不足人数を
入力する。

診療状況入力項目 ※旧システムと共通



地図機能について

「４．地図表示」をクリックすると、地図が表
示されます。
地図には県内の医療機関が表示されており、

医療機関の被災状況をはじめ、道路の通行止め
情報や開設された避難所の情報等が把握できる
ようになっています。



データ出力機能について

「データ出力」ボタンをクリックすると、被
災・支援状況画面に入力された情報をＣＳＶ
ファイルで出力することができます。



データ出力機能について（透析医会）

透析医会画面については、「ＣＳＶ出力」ボタ
ンをクリックすると、入力された情報をＣＳＶ
データで出力することができます。



その他の操作
システムの右上に、ログインした方の氏名が表示されます。
氏名の上にマウスポインタを置くと、
以下のメニューが表示され、クリックで選択できます。
（権限によってはこれ以外のメニューが表示される場合があります）

「地図非表示」……システムの地図を非表示にします。
「権限」……システムに登録されているすだちくんＩＤ等の権限を

設定する画面を表示します。
（システム管理者用のメニューであり、
通常はクリックしても空白の画面が開くのみで、
操作はできません）

「すだちくん」……すだちくんメールの初期画面に戻ります。
「災害一覧」……災害名の選択画面に戻ります。



災害発生時のシステム自動立ち上げ

・県内に震度４以上の地震が発生したとき
・県内に気象警報が発令されたとき
自動的に本番用の災害ＩＤが発行され、システムへ

の被災状況入力が可能となります。

大規模災害が発生した時は、県からの連絡が無い場
合でも、可能な範囲でシステムをチェックするよう、
お願いいたします。


